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す
が
、
学
舎
で
の
主
な
行
事
の
一
つ
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
、
わ

れ
わ
れ
高
齢
者
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
不

安
と
少
し
の
興
味
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 
大
会
当
日
、
次
の
二
つ
の
事
が
印
象
的
で

し
た
。 

 

そ
の
一
つ
は
開
会
式
で
の
「
研
修
生
の
皆

さ
ん
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
っ
て
下
さ

い
」
の
思
い
や
り
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
し
た
。 

 

も
う
一
つ
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ
す
る
人
、
転
ぶ

人
、
応
援
す
る
人
と
様
々
で
し
た
が
、
一
緒

に
な
り
、
大
い
に
大
会
を
盛
り
上
げ
楽
し
ん

で
い
る
、
前
向
き
な
皆
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と

で
す
。 
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の
国
旗
掲
揚
に
胸
が
ジ
ー
ン
と
し
て
涙
が

出
そ
う
に
な
っ
た
。
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
に
出

場
、
ド
キ
ド
キ
と
し
た
。
男
性
と
手
を
つ
な

い
で
走
る
の
は
、
何
年
振
り
だ
ろ
う
か
？
よ

し
、
上
手
く
出
来
た
。
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
ゴ
ー
ル
！
昼
食
の
時
古
い
歌
が
流

れ
て
い
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
と
は
言
わ
な
い
が
、
昔

の
歌
は
年
を
感
じ
さ
せ
る
。
み
ん
な
ま
だ
ま

だ
若
い
頑
張
る
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
紅
白

み
ん
な
、
怪
我
も
せ
ず
頑
張
っ
た
！
楽
し
か

っ
た
！
こ
の
様
な
大
会
に
参
加
出
来
た
こ

と
、
周
望
学
舎
の
皆
様
、
係
の
皆
様
の
お
陰

だ
と
感
謝
し
て
家
路
に
つ
い
た
。 
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周
望
学
舎
、
三
大
行
事
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ

ー
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
六
月
二
十
七
日
、
北

九
州
市
総
合
体
育
館
に
て
賑
や
か
に
も
厳
か

に
開
催
さ
れ
た
。 

今
年
は
、「
生
活
情
報
コ
ー
ス
」
の
実
行
委

員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
営
す
れ
ば
皆
さ
ん

に
と
っ
て
楽
し
く
、
そ
し
て
記
憶
に
残
る
大

会
に
な
る
か
と
横
断
幕
準
備
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
負
け
な
い
入
場
行
進
、
競
技
者
選
出
、
昼

食
の
弁
当
、
コ
ー
ス
の
応
援
、
全
員
で
楽
し
む

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
炭
坑
節
の
練
習
等
々
万

全
の
準
備
を
行
っ
た
。 

尚
、
大
会
当
日
は
競
技
に
応
援
に
、
心
配
し

た
怪
我
も
な
く
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
生
活
情
報
コ
ー

ス
の
「
絆
」
が
深
ま
っ
た
。 

「
周
望
学
舎
、
コ
ー
ス
の
皆
様
に
感
謝
」 

 

私
は
今
年
三
月
末
で
退
職
し
、
初
め
て
周

望
学
舎
の
陶
芸
コ
ー
ス
に
入
学
し
ま
し
た
。 

 

陶
芸
コ
ー
ス
で
は
四
苦
八
苦
し
つ
つ
も

同
期
生
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
学
ん
で
い
ま 

 

私
は
紅
組
。
何
も
か
も
初
め
て
の
参
加
、

学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
君
が
代 
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周
望
学
舎
三
大
行
事
の
先
陣
を
き
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

実
行
委
員
の
周
到
な
準
備
と
、
毎
度
の
健

康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
最
初
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た
。
年
齢
な
り
に
頑

張
っ
た
研
修
生
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に
和

ん
だ
。
リ
レ
ー
競
技
は
組
数
を
増
や
し
全
員

が
参
加
し
た
い
。 

 

昨
今
、
大
学
祭
・
修
学
旅
行
の
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
催
行
計
画
を
検
討
中
だ
。 

 

大
学
祭
の
作
品
展
示
や
、
演
芸
な
ど
各
コ

ー
ス
は
思
案
中
で
あ
る
。
修
学
旅
行
は
目
的

地
が
長
崎
北
部
に
決
ま
っ
た
。
宿
泊
研
修
も

始
ま
り
絆
は
益
々
深
く
な
る
。
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
行
事
の
度
に
、
反
省
会
と
称
し
て
食

べ
飲
み
・
カ
ラ
オ
ケ
～
と
、
更
な
る
親
睦
が

深
ま
る
だ
ろ
う
。
研
修
の
狭
間
の
年
間
行
事

に
期
待
満
々
の
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

新
入
生
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
～
～
。 
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周
望
学
舎
に
合
格
し
（
二
回
目
）、
又
こ
の

一
年
通
う
こ
と
が
出
来
る
喜
び
を
詠
み
ま
し

た
。 
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周
望
学
舎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
様
子
で
す
。 
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入
学
し
て
早
や
三
ヶ
月
、
新
た
な
出
逢
い

の
中
で
、
三
大
行
事
の
ひ
と
つ
「
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
大
玉
こ
ろ

が
し
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
事
で
、

な
か
な
か
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

結
構
楽
し
く
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
「
大
学
祭
」「
修
学
旅
行
」
と
続
き
ま

す
が
、
コ
ー
ス
の
皆
様
と
の
交
流
を
大
切
に

し
て
「
生
き
が
い
」
「
ふ
れ
あ
い
」「
健
康
」

を
念
頭
に
、
色
々
な
講
義
に
日
々
感
動
し
な

が
ら
学
習
活
動
に
励
み
学
ん
だ
事
を
、
地
域

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
ら
れ
る
様
、
健
康
に

努
め
、
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。 
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周
望
学
舎
三
大
行
事
の
先
陣
を
き
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

実
行
委
員
の
周
到
な
準
備
と
、
毎
度
の
健

康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
最
初
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た
。
年
齢
な
り
に
頑

張
っ
た
研
修
生
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に
和

ん
だ
。
リ
レ
ー
競
技
は
組
数
を
増
や
し
全
員

が
参
加
し
た
い
。 

 

昨
今
、
大
学
祭
・
修
学
旅
行
の
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
催
行
計
画
を
検
討
中
だ
。 

 

大
学
祭
の
作
品
展
示
や
、
演
芸
な
ど
各
コ

ー
ス
は
思
案
中
で
あ
る
。
修
学
旅
行
は
目
的

地
が
長
崎
北
部
に
決
ま
っ
た
。
宿
泊
研
修
も

始
ま
り
絆
は
益
々
深
く
な
る
。
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
行
事
の
度
に
、
反
省
会
と
称
し
て
食

べ
飲
み
・
カ
ラ
オ
ケ
～
と
、
更
な
る
親
睦
が

深
ま
る
だ
ろ
う
。
研
修
の
狭
間
の
年
間
行
事

に
期
待
満
々
の
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

新
入
生
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
～
～
。 
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今
年
、
創
立
三
十
五
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
初
め
て
実
行
委
員
に
な
り
、
わ
か
ら

な
い
ま
ま
み
ん
な
の
協
力
の
お
陰
で
怪
我
人

な
く
無
事
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
心
と

身
体
の
健
康
コ
ー
ス
は
男
性
が
七
名
だ
け
で

女
性
が
多
く
、
ペ
ア
競
技
は
ほ
と
ん
ど
女
性

同
士
で
し
た
が
、
心
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

完
走
。
出
場
順
の
都
合
で
ラ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
コ
ー
ス
の
方
が
な
る
事
が
多
か
っ
た
が
、

一
生
懸
命
な
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
大
差
で

紅
組
に
負
け
ま
し
た
が
、
年
齢
を
忘
れ
て
競

技
に
応
援
に
ハ
リ
キ
ル
元
気
な
先
輩
方
を
見

習
っ
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

周
望
学
舎
三
大
行
事
の
先
陣
を
き
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

実
行
委
員
の
周
到
な
準
備
と
、
毎
度
の
健

康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
最
初
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た
。
年
齢
な
り
に
頑

張
っ
た
研
修
生
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に
和

ん
だ
。
リ
レ
ー
競
技
は
組
数
を
増
や
し
全
員

が
参
加
し
た
い
。 

 

昨
今
、
大
学
祭
・
修
学
旅
行
の
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
催
行
計
画
を
検
討
中
だ
。 

 

大
学
祭
の
作
品
展
示
や
、
演
芸
な
ど
各
コ

ー
ス
は
思
案
中
で
あ
る
。
修
学
旅
行
は
目
的

地
が
長
崎
北
部
に
決
ま
っ
た
。
宿
泊
研
修
も

始
ま
り
絆
は
益
々
深
く
な
る
。
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
行
事
の
度
に
、
反
省
会
と
称
し
て
食

べ
飲
み
・
カ
ラ
オ
ケ
～
と
、
更
な
る
親
睦
が

深
ま
る
だ
ろ
う
。
研
修
の
狭
間
の
年
間
行
事

に
期
待
満
々
の
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

新
入
生
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
～
～
。 
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懇
切
丁
寧
な
お
且
つ
、
口
を
酸
っ
ぱ
く
し

て
の
説
明
も
右
か
ら
左
。 

 
先
生
方
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
は
、

私
達
。
私
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
は
自
分
の

歪
（
い
び
つ
）
な
陶
芸
作
品
。
後
は
、
餌
を

待
つ
ヒ
ナ
の
ご
と
く
先
生
方
の
神
の
手
を

待
ち
、
そ
し
て
完
成
。 

 

早
、
三
ケ
月
が
過
ぎ
微
々
た
る
進
歩
は
し

て
い
る
な
と
自
己
満
足
。 

 

こ
の
学
舎
の
内
容
も
知
ら
ず
、
陶
芸
が
あ

る
と
即
応
募
。
入
っ
て
び
っ
く
り
多
彩
な
行

事
の
あ
る
大
学
校
で
し
た
。 

 

先
日
、
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し

和
気
藹
々
（
あ
い
あ
い
）
で
多
く
の
方
と
交

流
で
き
、
老
化
現
象
に
な
ら
ぬ
老
化
減
少
を

期
待
す
る
次
第
で
す
。 

 

最
後
に
先
生
方
、
今
後
も
気
長
に
ご
指
導

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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歴
史
に
学
ぶ 
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と
身
体
の
健
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町
内
の
方
が
、「
退
職
し
て
暇
だ
ろ
う
。
毎

日
退
屈
だ
っ
た
ら
周
望
学
舎
っ
て
所
が
あ
る

か
ら
行
っ
た
ら
ど
う
か
。」
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
持
っ
て
来
て
頂
き
、
こ
の
よ
う
な
研
修
施

設
を
知
り
ま
し
た
。 

 

二
月
に
一
日
体
験
入
学
に
出
席
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
北
九
州
大
学
の
講

師
に
よ
る
「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て
心
理
学

を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
話
術
が
す
ば

ら
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

運
動
に
よ
る
筋
力
の
つ
け
方
な
ど
の
講
義

後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
実
技
を
教
わ
り
、
腰
・

膝
が
悪
い
私
は
、
こ
ん
な
コ
ー
ス
が
あ
れ
ば

研
修
を
と
思
い
ま
し
た
が
、
資
料
を
見
て
も

詳
細
は
分
か
ら
な
い
し
、「
健
康
づ
く
り
サ
ポ

ー
タ
ー
コ
ー
ス
」
だ
っ
た
ら
そ
の
よ
う
な
研

修
が
あ
る
の
で
は
と
応
募
し
ま
し
た
。 
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定
年
退
職
と
な
り
、
さ
あ
何
を
し
よ
う
か

と
思
案
し
て
い
る
時
、
妻
が
年
長
者
研
修
大

学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
て
入

学
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
詳
し
い
資
料

を
送
っ
て
も
ら
い
、
テ
ー
マ
に
パ
ソ
コ
ン
の

講
義
が
あ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
に
申

し
込
み
、
運
よ
く
（
？
）
合
格
し
ま
し
た
。

最
初
に
驚
い
た
の
は
入
学
式
で
し
た
。
穴
生

学
舎
と
合
わ
せ
て
九
〇
〇
人
超
の
入
学
者

の
数
で
し
た
。
し
か
も
皆
さ
ん
若
々
し
く
溌

刺
と
さ
れ
て
い
る
事
で
し
た
。
私
も
負
け
な

い
よ
う
に
先
輩
諸
氏
の
教
え
を
賜
り
学
舎

生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。 
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書
道
入
門
コ
ー
ス
で
は
、
白
い
紙
の
上
に

黒
い
墨
を
使
っ
て
豊
か
な
表
現
が
出
来
る
よ

う
学
ん
で
い
ま
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
コ
ー
ス

紹
介
文
か
ら
抜
粋
）
。
ク
ラ
ス
は
女
性
十
六

名
、
男
性
九
名
で
セ
ク
ハ
ラ
発
言
な
ん
て
あ

り
え
ま
せ
ん
。 

 

学
ぶ
動
機
は
暑
中
見
舞
い
、
年
賀
状
を
手

書
き
し
た
い
、
静
寂
へ
の
憧
れ
、
ボ
ケ
防
止

等
色
々
で
す
。
先
生
の
お
手
本
を
そ
っ
く
り

真
似
れ
ば
い
い
の
に
下
手
な
個
性
が
出
す

ぎ
、
先
生
の
見
事
な
運
筆
に
感
動
す
る
ば
か

り
で
す
。 

 

六
月
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え
、
そ
の
慰

労
を
兼
ね
た
懇
親
会
で
仲
居
さ
ん
曰
く
、「
書

道
コ
ー
ス
で
す
か
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
で

は
？
」
と
。
書
道
以
外
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

良
好
で
す
。 

 

今
後
大
学
祭
、
修
学
旅
行
、
修
了
記
念
作

品
展
を
ク
ラ
ス
全
員
で
盛
り
上
げ
白
黒
の
世

界
に
光
明
を
見
出
し
た
い
。 
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め
か
り
神
社
参
拝
後
、
昭
和
三
十
三
年
三
月

に
開
通
し
た
関
門
海
底
ト
ン
ネ
ル
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
一
気
に
海
底
五
八
ｍ
迄
降
下
、
全
長
七

八
〇
ｍ
の
人
道
を
約
十
五
分
掛
け
て
歩
く
。
そ

こ
は
本
州
下
関
、
み
も
す
そ
川
公
園
到
着
。
眼
前

に
青
く
広
が
る
関
門
海
峡
、
こ
こ
が
一
番
狭
く
、

潮
の
流
れ
も
最
も
速
く
日
本
三
大
潮
流
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
る
（
早
鞆
の
瀬
戸
）
。
標
高
二

六
八
ｍ
の
火
の
山
々
道
は
常
緑
樹
・
椎
・
樫
・
杉

の
新
芽
・
木
々
の
芽
吹
き
も
見
え
、
久
し
振
の
山

歩
き
、
五
月
晴
の
元
、
爽
快
そ
の
も
の
で
し
た
。

山
頂
展
望
台
で
昼
食
、
眼
下
に
雄
大
な
関
門
橋
・

響
灘
・
周
防
灘
・
門
司
港
を
一
望
。
世
界
に
数
少

な
い
海
底
ト
ン
ネ
ル
・
源
平
の
古
戦
場
・
昔
日
の

面
影
を
偲
ぶ
大
陸
貿
易
港
等
々
、
観
光
地
と
し

て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
の
授
業
で

し
た
。 
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今
ま
で 

周
望
学
舎
は
高
速
道
路
か
ら

見
え
る
丘
の
上
に
立
つ
白
い
建
物
く
ら
い

に
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
研
修

生
の
一
生
徒
と
し
て
昨
年
一
年
間
を
過
ご

す
と
本
当
に
自
分
の
中
の
意
識
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
大
学

祭
、
修
学
旅
行
と
ふ
り
か
え
っ
て
早
い
事
、

初
め
の
頃
は
先
輩
達
の
後
で
授
業
や
体
育

館
で
の
運
動
等
し
て
い
ま
し
た
が
あ
っ
と

言
う
間
で
し
た
。
二
年
目
の
今
年
は
社
交
ダ

ン
ス
入
門
コ
ー
ス
で
男
性
陣
が
半
分
な
の

で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
三
十
年
ぶ
り
に
又
、
小
父
さ
ま
、

小
母
さ
ま
、
の
仲
間
に
入
っ
て
体
を
動
か
す

の
は
楽
し
く
お
じ
じ
も
大
い
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
い
ま
す
。
仲
間
の
輪
が
大
き
く
広
が

っ
て
い
ま
す
。
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
家
族

に
感
謝
で
す
。
早
速
Ｏ
Ｂ
会
の
連
絡
も
入
り

ま
し
た
。
昨
友
に
会
い
に
Ｇ
Ｏ
！
行
か
な
く

っ
ち
ゃ
… 
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風
も
な
く
、
月
も
な
し
、
澤
の
近
く
は
、

日
も
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
、
真
の
闇
、
そ
の
中

に
佇
（
た
た
ず
）
め
ば
～ 

 

せ
せ
ら
ぎ
が
、
闇
を
縫
っ
て
小
さ
く
太

く
、
コ
ロ
コ
ロ
カ
ラ
カ
ラ
と
奏
で
、
単
調
な

響
き
を
聴
か
せ
る
。 

 

目
前
に
は
、
水
面
を
よ
ろ
め
き
な
が
ら
高

く
低
く
源
氏
蛍
の
青
白
い
光
が
這
う
よ
う

に
飛
び
交
う
。 

 

向
こ
う
岸
の
草
山
に
は
、
源
氏
蛍
の
大
乱

舞
！
今
は
五
月
雨
の
真
っ
只
中
、
お
洒
落
な

紫
陽
花
は
、
雨
を
浴
び
て
は
、
衣
装
替
え
で

忙
し
い
。 

 

傍
ら
に
は
、
雨
に
も
傘
要
ら
ず
、
雨
は
友

の
で
ん
で
ん
虫
だ
よ
。
紫
陽
花
の
葉
に
己
の

歩
み
を
描
き
な
が
ら
、
鬱
陶
（
う
っ
と
う
）

し
い
雨
の
日
が
好
日
、
こ
の
虫
に
も
命
が
通

う
。 
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三
年
前
、
花
と
野
菜
づ
く
り
コ
ー
ス
を

受
講
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
我
が
家
の
小

さ
な
庭
は
、
ミ
ニ
菜
園
と
花
々
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
庭
に
変
身
！
同
時
に
野
菜
の

収
穫
の
歓
び
も
！
「
梅
に
鶯
谷
ホ
ー
ホ
ケ

キ
ョ
」
を
夢
見
て
植
え
た
木
に
も
、
メ
ジ
ロ

等
の
小
鳥
が
飛
来
し
、
し
ば
し
休
ん
で
行

く
。
こ
の
光
景
を
ご
隠
居
さ
ん
気
分
で
眺

め
文
才
が
あ
れ
ば
こ
こ
で
一
句
と
洒
落
た

い
の
だ
が
残
念
。
し
か
し
良
い
事
ば
か
り

で
な
く
大
木
化
し
た
木
と
雑
草
に
悩
ま
さ

れ
、
虫
に
刺
さ
れ
て
病
院
へ
。
で
も
負
け

ず
、
ボ
ケ
防
止
の
一
貫
と
し
て
奮
闘
。
自
然

を
大
切
に
自
然
と
共
存
出
来
る
歓
び
に
感

謝
し
、
庭
い
じ
り
を
続
け
、
市
民
憲
章
に
も

書
か
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
美
し
い
町
作

り
を
目
標
に
元
気
で
生
き
続
け
ら
れ
た
ら

最
高
だ
。 
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過
日
、
到
津
八
幡
神
社
に
立
ち
寄
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
。
こ
の
到
津
の
地
名

は
、
神
功
皇
后
の
「
三
韓
征
伐
」
の
故
事
に
由

来
す
る
と
い
う
。
又
、
到
津
八
幡
神
社
は
古
代

よ
り
小
倉
各
地
を
荘
園
領
主
と
し
て
支
配
し

て
い
た
ら
し
く
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。 

 

奈
良
時
代
中
期
に
藤
原
広
嗣
が
惹
起
し
た

『
板
櫃
川
の
戦
』
の
古
戦
場
跡
近
く
の
急
峻

な
石
階
段
を
上
る
と
思
い
の
ほ
か
狭
い
同
神

社
の
境
内
に
到
る
。
そ
の
片
隅
に
『
八
紘
一

宇
』
と
大
書
し
た
巨
石
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。

直
下
の
公
園
に
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
の

日
付
の
小
さ
な
石
塔
に
『
戦
意
宣
揚
』
と
刻
ん

で
あ
っ
た
。 

 

領
土
問
題
を
め
ぐ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

横
行
や
『
ネ
ト
ウ
ヨ
』
の
過
激
な
主
張
に
偏
狭

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
武

器
輸
出
の
解
禁
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

を
一
方
的
に
ゴ
リ
押
し
し
た
政
府
の
姿
勢
に

そ
れ
ら
を
助
長
さ
せ
る
危
険
な
兆
候
を
見

る
。
そ
う
い
う
政
治
状
況
に
二
つ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
（
？
）
が
不
気
味
に
感
じ
ら
れ
た
。 
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若
い
頃
学
校
で
習
っ
た
「
陰
陽
の
歌
」
が

最
近
読
ん
だ
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
。
私
は
こ

の
歌
に
力
づ
け
ら
れ
多
く
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
来
た
。
歌
に
は
不
滅
の
眞
理
が
潜
ん

で
い
る
と
思
う
。 

現
在
、
私
は
暮
ら
し
と
環
境
コ
ー
ス
で
良

き
仲
間
と
楽
し
く
講
義
を
受
け
て
い
る
。

「
兎
走
鳥
飛
」
の
流
れ
速
い
。
与
え
ら
れ
た

今
と
云
う
時
間
を
し
っ
か
り
生
き
た
い
。 
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桜
並
木
、
見
上
げ
れ
ば
時
計
台
、
学
舎
か

ら
の
展
望
に
感
嘆
し
、
通
い
始
め
て
三
年
目

と
な
っ
た
。
バ
ス
で
赤
い
橋
を
渡
り
、
Ｊ
Ｒ

へ
、
久
し
振
り
の
朝
の
混
雑
を
体
感
し
て
い

る
。 

 

バ
ス
停
ま
で
学
童
道
路
と
な
っ
て
い
て

背
に
朝
日
を
受
け
た
学
童
た
ち
と
す
れ
違

う
。「
お
は
よ
う
」
、「
…
…
」、
次
の
学
童
達

に
「
お
は
よ
う
」
、「
…
…
」、
声
を
掛
け
る
も

私
の
方
を
見
つ
め
ら
れ
返
事
が
な
い
。
『
変

な
お
じ
さ
ん
』
と
思
わ
れ
て
い
る
様
だ
。
月

日
を
経
る
と
少
し
ず
つ
元
気
な
声
が
返
っ

て
来
る
様
に
な
っ
た
。 

 

夏
の
あ
る
日
曜
日
の
午
後
、
近
く
の
道
で

女
子
学
童
と
す
れ
違
う
時
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
「
今
日
は
、
気
を
付

け
て
！
」
と
返
す
と
、
小
走
り
に
横
を
通
り

す
ぎ
て
行
っ
た
。
学
童
か
ら
先
に
挨
拶
を
受

け
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
る

と
何
処
で
会
っ
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。
お

そ
ら
く
通
学
路
で
会
っ
て
る
学
童
に
違
い

な
い
。 

 

明
日
は
又
、
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る
『
変

な
お
じ
さ
ん
』
の
登
校
日
で
あ
る
。 
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万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
大
伴
家
持
の
歌
四

七
九
首
の
内
、
老
女
に
贈
っ
た
恋
歌
が
あ
り

ま
す
。 

『

₴

 

ї

 
 

ԓ
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た
と
え
あ
な
た
が
百
歳
に
な
り 

し
ま
ら
ぬ
口
か
ら
舌
を
出
し
て 

よ
ぼ
よ
ぼ
に
な
ろ
う
と
も 

僕
は
愛
す
る
だ
ろ
う 

今
よ
り
ず
っ
と
。 

 

私
に
は
学
生
時
代
に
交
際
し
た
恋
人
が
い

ま
し
た
が
、
貴
男
の
こ
と
は
「
心
の
伴
侶
」
と

し
て
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
、
と
言
い
残
し
て
去

っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

私
は
必
至
で
捜
し
ま
し
た
が
駄
目
で
し

た
。
そ
し
て
三
十
八
年
ぶ
り
に
偶
然
に
も
再

会
し
ま
し
た
。
二
人
共
ヤ
モ
メ
で
し
た
か
ら

再
婚
し
、
還
暦
の
歳
で
第
二
の
人
生
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。 
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人
間
社
会
で
人
と
の
関
連
は
の
が
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

人
を
憎
む
こ
と
な
く
恨
む
こ
と
も
せ
ず
人

生
静
か
に
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
。 
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退
職
後
の
暇
間
つ
ぶ
し
に
と
始
め
た
家
庭
菜

園
で
す
が
今
で
は
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

自
宅
か
ら
車
で
四
～
五
分
の
所
に
あ
る
五

十
坪
の
畑
で
、
水
や
り
・
除
草
・
収
穫
等
の

為
、
毎
日
通
っ
て
い
ま
す
。 

食
の
安
全
が
呼
ば
れ
る
昨
今
、
新
鮮
で
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
又
、

畑
仕
事
は
身
体
を
動
か
し
、
運
動
不
足
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
家
庭
ゴ

ミ
の
六
割
が
生
ゴ
ミ
だ
と
云
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
堆
肥
に
し
て
肥
料
に
使
い
ま
す
。

環
境
に
は
大
変
や
さ
し
い
の
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
ま
さ
に

『
一
石
二
鳥
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

何
故
か
土
に
触
れ
て
い
る
と
、
心
が
癒
さ

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
行
っ

て
来
ま
す
。 
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